
福 井 県小 学 校 教育 研 究会  

令 和 ７ 年度 　 研究 の 基 本方 針  

 

  福 井 県小 学 校 教 育 研 究会 は 、 教 職員 の 総力 を結 集 し、 当 面す る教 育 課題 の 解決 に 努め る
と とも に、変 化の 激しい 時代 の要請 に応 えうる 歩みを 進め ていか なけ ればな りま せん。  

　 現 在 、 働 き 方 改 革 や 多 忙 化 解 消 が 叫 ば れ る 中 、 私 た ち は 教 職 員 と し て 、 教 育 基 本 法  第
９ 条 に 書 か れ て い る 次 の 言 葉 を 忘 れ て は い け ま せ ん 。「 法 律 に 定 め る 学 校 の 教 員 は 、 自 己
の 崇 高 な 使 命 を 深く 自 覚 し 、 絶 えず 研 究 と修 養に 励 み、 そ の職 責の 遂 行に 努 めな け れば な
ら な い 。」 忙 し い か ら 研 究 を 減 ら し た り な く し た り す る の で は な く 、 忙 し い か ら こ そ み ん
な で つ な が り 合 い、 励 ま し 合 い 改善 策 を 練り なが ら 、教 職 員の 本分 で ある 「 研究 と 修養 」
を 推進 してい って ほしい と願 ってい ます 。現在 、教職 員の入 れ替 わりが 大きく なっ ており 、
今 後 、若手教 職員 が増え てい く中で 、変 化の激 しい 、ま さに教 育の 転換期 を迎 えてい ます 。
そ の 背 景 と し て は 、 GIGAス ク ー ル 構 想 に よ る タ ブ レ ッ ト 端 末 等 の 導 入 や 「 令 和 の 日 本 型
学 校 教 育 」 の 構 築を 目 指 し た 「 個別 最 適 な学 び」 と 「協 働 的な 学び 」 を一 体 化さ せ た授 業
に よる 授業観 の変 化、団塊世 代の 教職員 の退 職と若 手教 職員の 増加 による 年齢 構成の 変化 、
児 童 数 減 少 及 び 学校 統 廃 合 に よ る学 校 と 教職 員の 減 少、 働 き方 改革 推 進の 中 で教 職 員の 業
務 や働 き方の 見直 し等、 多く の要因 が挙 げられ ます。  

　 だ か ら こ そ 、 さら に 私 た ち 教 職員 一 人 一人 の結 び つき を 深め 、こ れ まで ６ ０年 間 にわ た
っ て 福 井 の 小 学 校教 育 を 支 え て きた 県 小 教研 の活 動 を、 持 続可 能な 活 動と な るよ う 見直 し
を 図 り 、 よ り 一 層充 実 さ せ な け れば な ら ない と考 え ます 。 その ため に は、 全 教職 員 に、 小
教 研に 対する 目的 と活動 の意 義を、 今後 繰り返 し啓発 して いく必 要が あると 考え ます。  

　 こ こ に 、 小 教 研活 動 の 目 的 と 目標 、 研 究主 題及 び 研究 方 針等 を明 記 しま す 。小 教 研活 動
の 意 義 を 再 確 認 して い た だ き 、 全教 職 員 の共 通理 解 のも と 活動 を推 進 して い きた い と思 い
ま す。  

 

１ ． 目   的  

（ １ ） 教 職 員 一 人一 人 の 指 導 力 ・授 業 力 の向 上に 向 けた 研 鑽及 び各 小 学校 で の研 究 を推 進
　 　　 するこ と 

（ ２） 県内各 地の 教職員 同士 がブロ ック や支部 を越え て学 び合い 、高 め合う こと  

（ ３） ６０年 間積 み重ね てき た福井 県独 自の研 究活動 を継 続、発 展さ せてい くこ と 

（ ４） 教職員 の資 質能力 の向 上を図 り、 研究と 修養の 大切 な場と する こと 

（ ５） 各研究 部会 による 主体 的な研 究を 推進し 、本県 教育 の質を 高め ていく こと  

 

２ ． 目 　標  

（ １ ） 各 学 校 や 支部 ・ ブ ロ ッ ク ・県 の 各 研究 部会 、 各研 究 大会 等に お いて 自 主的 ・ 創造 的
　 　　 な実践 研究 を積み 重ね 、本県 小学 校教育 の充実 を図 る。 

（ ２ ） ふ る さ と 福井 へ の 誇 り と 愛着 を も ち、 積極 的 に社 会 と関 わり な がら 自 己実 現 を図 る
　 　　 ことの でき る児童 を育 てる。  

（ ３ ）「 不 易 と 流 行 」 を 見 極 め 、 時 代 の 流 れ や 学 校 統 廃 合 に 対 応 し な が ら 、 持 続 可 能 な 研
　 　　 究活動 をし ていく 。 

（ ４ ） 教 職 員 一 人一 人 の 資 質 能 力向 上 に つな がる 研 究活 動 を推 進し 、 教職 員 が参 加 した い
　 　　 と思え るよ うな自 主的 な研究 組織 にして いく。  

 

３ ． 研 究主 題  

　基礎 的・ 基本的 な知 識・技 能の 定着を 図り、 思考 力・判 断力 ・表現 力や  

豊かな 人間 性を育 む指 導の在 り方 の追究



４ ． 研 究推 進 の方 針  

（ １ ） 基 礎 的 ・ 基本 的 な 事 項 の 確実 な 定 着を 図る と とも に 、児 童の 意 欲を 高 め学 び を深 め
　 　 　 合 う こ と ので き る 「 主 体 的・ 対 話 的で 深い 学 び」 の 視点 から 学 習方 法 や学 習 環境 に
　 　　 ついて 研究 する。  

（ ２ ） 学 習 成 果 を的 確 に と ら え 指導 の 改 善に 生か す とと も に、 児童 自 身も 次 の学 び に生 か
　 　　 すこと ので きる評 価方 法につ いて 研究す る。 

（ ３ ） 子 供 た ち の健 や か な 育 ち を支 援 す る保 幼小 中 の望 ま しい 接続 の 在り 方 につ い て研 究
　 　　 を進め る。  

（ ４） 他を尊 重し 、他と 温か な人間 関係 を築く 態度を 育て る指導 の充 実を図 る。  

（ ５ ） 地 域 や 社 会へ の 関 心 を 高 め、 自 ら の人 生を よ りよ い もの にし て いこ う とす る 意欲 や
　 　　 態度を 育て る指導 の充 実を図 る。  

（ ６ ） タ ブ レ ッ ト 端 末 等 の ICT機 器 を 活 用 な が ら 、 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び が 実 現 す る
　 　 　 授 業 研 究 を 進 め る と と も に 、 児 童 の 主 体 性 を 大 切 に し た 「 引 き 出 す 教 育 」、「 楽 し
　 　　 む教育 」を 推進す る。  

 

５ ． 令 和７ 年 度か ら の 申し 合 わせ 事 項  

（ １） 福井県 教育 課程研 究集 会の実 施内 容につ いて 

　 ①令 和７年 度か らオン ライ ン開催 を基 本とし 、参集 型も 可とす る。  

　 ② 令 和 ９ 年 度 から 、 各 研 究 部 会が 教 科 ・領 域の 特 性や 研 究内 容を 考 慮し 、 発表 会 また は
　 　 研 修 会 、 講 習会 、 情 報 交 換 会等 を 実 施し てい く 。た だ し、 例年 ブ ロッ ク 長や 支 部長 、
　 　 研 究 部 会 長 の 入 れ 替 わ り が 大 き く 、 研 究 推 進 の 継 続 が 難 し い 点 が あ る た め 、「 毎 年 発
　 　表 を基本 とし 、２年 に１ 回の発 表も 可」を 原則と する 。 

 

（ ２） 発表ロ ーテ ーショ ンに ついて  

　 ① 今 後 の 児 童 数減 少 及 び 学 校 統廃 合 に 対応 する た め、 令 和９ 年度 か ら１ ４ 部会 １ ４本 の
　 　発 表ロー テー ション に変 更する 。そ の理由 として 次の ３点を 上げ る。 

・ 今 後 の 児 童 数 及 び 学 校 統 廃 合 に よ る 学 校 数 減 少 に 対 応 す る た め 、 ９ 部 会 １ ８ 本 か
　ら１ ４部 会１４ 本に 発表数 を減 らす。  

・毎年 発表 を行う こと で研究 の継 続をし やす くする 。 

・「 毎 年 発 表 を 基 本 と し 、 ２ 年 に １ 回 の 発 表 も 可 」 を 原 則 と す る こ と で 、 発 表 以 外 に
　も研 修会 や講習 会、 情報交 換会 等を行 うこ とがで きる ように する 。 

　 ② 令 和 ７ 年 度 中に 、 各 研 究 部 会ご と に 、数 年間 の 発表 ロ ーテ ーシ ョ ンを 決 めて 、 令和 ９
　 　年 度から スム ーズに 移行 できる よう に準備 を整え てお く。 

 

（ ３ ） 各 教 科 ・ 領域 で 実 施 し て いる 独 自 の研 究大 会 や上 部 団体 （東 海 北陸 、 全国 等 ）の 研
　 　究 大会と 教育 課程研 究集 会を兼 ねる ことに ついて  

　 ① 対 応 で き る 研究 部 会 は 兼 ね ても よ い こと とす る 。ま た 、開 催日 程 の変 更 も可 と する 。 

　 ② 変 更 す る 研 究部 会 は 、 発 表 ロー テ ー ショ ンに 関 連す る ブロ ック 長 、支 部 長、 ブ ロッ ク
　 　研 究部長 と検 討の上 、事 務局に 連絡 する。  

 

（ ４） 機関誌 の発 行につ いて  

　 ① 令 和 ６ 年 度 は 、 会 報 と 「 研 究 成 果 の 概 要 」 を １ 冊 に ま と め て 、「 研 究 の ま と め 」 と し
　 　て 発行す る。  

　 ② 令 和 ７ 年 度 か ら 、 会 報 と 「 研 究 成 果 の 概 要 」 の 内 容 を 見 直 し て 、「 研 究 の ま と め 」 と
　 　 し て デ ー タ 配 信 す る 。（ 研 究 成 果 の 概 要 に 、 県 教 育 長 挨 拶 、 小 教 研 会 長 挨 拶 、 小 教 研
　 　の 基本方 針、 役員一 覧等 を付け 加え て作成 する 。）  

　 ③ 機 関 誌 は 、 県 教 育 委 員 会 （ 関 係 各 課 を 含 む ）、 関 係 機 関 、 各 市 町 教 委 、 県 下 各 小 学 校
　 　に データ 配信 及び県 小教 研ホー ムペ ージに 掲載す る。  

  




